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昨年も大変お世話になりました。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

●熊本リハビリテーション病院スタッフ一同●
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May this year be your best ever
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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

皆様におかれましてはお健やかに新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。

日頃より熊本リハビリテーション病院をご支援いただき誠にありがとうございます。

　平成という年号になって今年で30年になります。当時内閣官房長官だった小渕恵三氏が額に

入った「平成」という書を手に会見した姿が記憶に新しいですが、平成元年生まれも三十歳。月日

の早さを感じます。私がこの病院に入職したのも、平成元年４月のことでした。その頃、リハは急性

期の治療が終わってからという考え方が一般的な時代でした。しかし、リハは急性期から行うもの、

また、今後在宅医療が必要になってくるという信念の元、病院として何が出来るかを日々考えながら、

仲間と共にこれまで走ってまいりました。現在、その考えは間違っていなかったと感じています。

　患者さんが治療を終え、在宅復帰した後、社会復帰まで支援し、自分らしく生き生きと暮らせるよう

になることが、本当のゴールであると考えます。

　当院では在宅医療の更なる充実を目指します。現在、当院併設の訪問看護ステーションひまわり

は、より広域に訪問看護や訪問リハを提供できるよう、２つのサテライトを開設しています。また一昨年

から本格的に訪問診療をスタートいたしました。月１～２回、定期的に医師と看護師がご自宅に訪

問し、診察を行います。高齢社会を迎えた昨今、住み慣れた自宅で、ご家族に見守られながら、でき

るだけ自然な状態で人生を全うしたい、そう考える方が多くいらっしゃいます。昔はそれが普通でしたが、

現在は核家族化が進み、本人が希望しても、なかなか家族だけで在宅でみていくことには限界があ

ります。在宅医療を通じて、様々な生き方に関するニーズにお答え出来ればと思っております。

　医療界においては今年、診療報酬、介護報酬の同時改定が行われます。急激に進む少子高齢

化、年々増大し続ける医療、介護費に国は団塊の世代が全員後期高齢者になる2025年に向け、

病床の機能分化、連携を進めるため、地域医療構想を策定しています。また地域の包括的な支援、

サービス提供体制（地域包括システム）の構築を推進しています。今後も在宅医療の充実、病状悪

化した時の受け入れなど、地域の先生方と協力しながら、患者さんに寄り添った医療を提供していきた

いと思います。

　また、今年から血管外科、形成外科が中心となり、重症虚血肢に対する再生医療を始めます。

手術では治癒が難しいと判断された場合、自分の脂肪細胞から幹細胞を抽出し、患部に移植す

ることで血液の流れが乏しい下肢の血管新生を促し、症状改善をはかる治療法です。平成29年

10月2日九州厚生局に申請が受理され、準備段階を経て、今年始動予定です。一人でも多くの患者

さんを足の切断から救えたらと思います。

これからも、熊本リハビリテーション病院は地域の方々に開放された病院を目指してまいります。

ご指導、ご鞭撻の程どうぞ宜しくお願いいたします。

病院長　古閑　博明

2 くまりは広 報 誌



　

平
成
29
年
10
月
1
日
か
ら
循
環
器
内
科
担
当
医
と

し
て
入
職
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
上
拾
石　
秀
一〈
カ
ミ
ジ
ッ

コ
ク　
シ
ュ
ウ
イ
チ
〉と
申
し
ま
す
。当
院
に
赴
任
し
て
か

ら
も
自
己
紹
介
の
と
き
、「
珍
し
い
苗
字
で
す
ね
！
ご
出

身
は
？
」な
ど
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
の
で
、こ
れ
を
契
機

に
！
と
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て『
苗
字
由
来
ネ
ッ
ト
』で
検
索

し
て
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、苗
字
の
中
で
の
順
位
は
、日

本
全
国
1
8
、6
1
1
番
で
、全
国
に
2
6
0
名
く
ら
い

し
か
い
な
い
稀
有
な
苗
字
で
あ
り
、私
が
生
ま
れ
育
っ
た

鹿
児
島
県
に
多
い
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。確
か
に
私
の

祖
先
は
江
戸
時
代
、薩
摩
半
島
の
山
奥
に
あ
っ
た『
拾
石

峠
』と
い
う
峠
の
山
奥
で
寺
子
屋
を
開
い
て
い
て
蔵
に
は

刀
や
鎧
な
ど
と
一
緒
に
多
く
の
書
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、私
が
尊
敬
し
た
父
は
、4
年
前
の
寒
い
冬
、入

浴
中
に『
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
』で
亡
く
な
り
ま
し
た
。享
年

92
歳
で
し
た
。そ
の
口
癖
は〝
世
の
中
に
役
立
つ
人
間
に

な
っ
て
貢
献
す
る
こ
と
〞で
し
た
。８
人
兄
弟
姉
妹
の
長

男
で
、親
思
い
の
父
は
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
、両
親
を

手
伝
い
た
い
と
進
学
を
断
念
し
、運
送
業
で
生
業
を
立

て
な
が
ら
勉
強
し
続
け
て
、昭
和
30
年
頃
、当
時
先
駆
け

で
あ
っ
た
自
動
車
の
整
備
工
場
を
開
き『
十
石
自
動
車

整
備
工
場
』と
名
付
け
、早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
一
所
懸
命

に
働
き
続
け
ま
し
た
。　

私
が
高
校
生
に
な
っ
て
、そ
の

父
に「
将
来
は
医
師
を
目
指
し
た
い
」と
相
談
す
る
と

「
僕
は
車
の
修
理
を
し
て
世
の
中
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。今
の
と
こ
ろ
少
し
の
後
悔
も
な
い
。あ
ん
た
は

自
分
の
意
思
を
貫
い
て
医
師
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
な

さ
い
！
」と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
戦
時
中
、

熊
本
は
僕
が
上
等
兵
と
し
て
過
ご
し
た
が
、〝
験
〞が
よ

く
、大
事
に
し
て
戴
い
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
、熊
本
大
学
を

目
指
し
て
み
て
は
！
」と
つ
け
加
え
ま
し
た
。そ
の
父
の

助
言
に
従
っ
て
、懸
命
に
勉
強
し
て
熊
本
大
学
に
進
学
し

て
こ
の
地
に
根
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
は
循
環
器
内
科
で
す
が
、な
か
で
も
、『
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』で
す
。『
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』と
は
、心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
、心
不
全
、胸
部
大
動
脈

瘤
、閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
、心
臓
や
大
血
管
に
重
大

な
病
気
を
生
じ
て
内
科
治
療
や
心
臓
手
術
を
さ
れ
た
患

者
さ
ん
を
主
な
対
象
と
し
ま
す
。病
気
の
治
療
で
低
下
し

た
体
力
を
回
復
し
、精
神
的
に
は
自
信
を
取
り
戻
し
て
、

社
会
・
家
庭
・
職
場
・
施
設
に
復
帰
し
、加
え
て
動
脈
硬
化

や
心
臓
病
の
再
発
を
予
防
し
快
適
で
質
の
良
い
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。構
成
メ
ン
バ
ー

は
、運
動
療
法
、作
業
療
法
、看
護
、健
康
教
育
、生
活
・
栄

養
指
導
、心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
多
職
種
専
門
家

が
チ
ー
ム
を
作
っ
て
活
動
し
、再
発
を
予
防
し
、生
涯
を
明

る
く
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た〝
長
期
的
プ
ロ
グ

ラ
ム
〞で
す
。ひ
と
り
の
医
師
と
し
て
、〝
リ
ハ
ビ
リ
の
チ
ー

ム
力
〞を
高
め
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
り
、ひ
い
て

は
我
両
親
へ
の
孝
行
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
と
し
て
全
国
的
に

も
有
名
な
当
院
に
活
躍
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
戴
け
た

こ
と
、多
く
の
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
戴

け
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、懸
命
に
精
進
致
し
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
１０
月
か
ら
熊
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
、麻
酔
科
に
赴
任
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は

福
岡
市
の
急
性
期
総
合
病
院
な
ど
で
、長
ら
く
手

術
麻
酔
全
般
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、縁
あ
っ
て
熊
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。福
岡
を
離
れ
、

初
め
て
熊
本
で
の
仕
事
と
な
り
ま
す
。阿
蘇
や
、雄

大
な
カ
ル
デ
ラ
の
様
子
な
ど
、眼
前
に
広
が
る
風
景

に
驚
嘆
し
心
動
か
さ
れ
る
一
方
、単
身
赴
任
の
身
ゆ

え
か
、時
折
、そ
の
景
色
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
熊
リ
ハ
に
伺
っ
た
時
、ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

爽
や
か
な
挨
拶
と
、快
活
さ
が
素
敵
だ
な
ぁ
と
い
う

印
象
を
抱
き
ま
し
た
。そ
し
て
今
、そ
の
中
に
身
を

置
お
い
て
い
る
と
、誰
も
知
り
合
い
の
い
な
い
土
地

で
、カ
チ
コ
チ
に
緊
張
し
て
い
た
心
が
ほ
ぐ
れ
て
い
く

気
分
で
す
。そ
れ
か
ら
二
月
あ
ま
り
、本
稿
を
書
い

て
い
る
今
は
師
走
。色
々
な
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
麻
酔
科
医
の
仕
事
と
い
う
の
は
、「
手
術
」と

い
う「
大
怪
我
」を
負
わ
さ
れ
る
患
者
さ
ん
を
そ
の

「
大
怪
我
」か
ら
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
の
た
め

に
、手
術
が
決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
の
術
前
状
態
を
把

握
し
、手
術
を
受
け
る
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
上
で
、

多
様
な
麻
酔
法
の
な
か
か
ら
、そ
の
患
者
さ
ん
に
最

適
と
思
わ
れ
る
麻
酔
法
を
選
択
し
、手
術
中
も
、血

圧
や
脈
拍
、呼
吸
状
態
な
ど
を
絶
え
間
な
く
監
視

し
て
、必
要
な
処
置
や
治
療
を
迅
速
に
行
い
つ
つ
、

手
術
か
ら
患
者
さ
ん
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
病
院
は
、整
形
外
科
中
心
の
病
院
と
い
う
特

徴
も
あ
っ
て
、手
術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
多
く

は
、年
齢
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
方
の
割
合
が
非
常
に

多
く
、そ
の
事
は
総
じ
て
術
前
か
ら
背
負
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
持
病
の
種
類
も
程
度
も
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
勤
務
先
で
超
緊
急
手
術
麻
酔
や
緊

急
手
術
麻
酔
の
麻
酔
と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
、麻
酔

科
医
に
と
っ
て
、な
か
な
か
手
強
い
患
者
さ
ん
が
多

い
な
ぁ
と
実
感
す
る
日
々
で
す
。

　

無
事
手
術
を
乗
り
越
え
て
、い
つ
も
の
日
常
に

帰
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
、安
全
な
麻
酔
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
手
強
い
患
者
さ
ん
方
の
麻
酔
を
無
事
終

え
て
帰
宅
す
る
の
で
す
が
、こ
の
季
節
、帰
る
部
屋

は
寒
い
ば
か
り
。家
族
が
多
か
っ
た
分
、単
身
赴
任

は
見
に
し
み
ま
す
。読
書
や
、映
画
を
見
る
の
が
趣

味
で
し
た
が
、最
近
は
老
眼
が
進
み
読
書
も
億
劫
。

W
i

-

F
i
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
途
切
れ
る
の
で
、

映
画
も
イ
ラ
イ
ラ
。そ
う
だ
こ
れ
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

い
い
機
会
だ
。食
事
改
善
、適
度
な
運
動
を
し
て
、

「
切
る
ぞ
80
キ
ロ
グ
ラ
ム
。」と
思
い
つ
つ
、そ
れ
は
明

日
か
ら
、と
今
晩
は
カ
ツ
丼
定
食
で
明
日
の
活
力

補
給
で
す
。

上拾石 秀一

循環器内科
しゅういちかみじっこく

能塚 博史

麻酔科
ひろしのうつか

新
任
ド
ク
タ
ー
ご
紹
介
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ADRA Japan
ネパール 口唇口蓋裂医療チーム派遣事業

ネパール医療支援

形
成
外
科
　

吉
川
厚
重
医
師
が

A
D
R
A 

J
a
p
a
n
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
て
ネ
パ
ー
ル
で
の
医
療
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

毎
年
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
多
く
の

口
唇
口
蓋
裂
の
患
者
さ
ん
の
手
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
は
、
現
地
か
ら
帰
国
す
る
ま
で

に
届
い
た
吉
川
か
ら
の
便
り
で
す
。

おはようございます。ネパールに来て4日

経ちました。患者さんは66名来て、手術

対象は45名、手術を始めて3日目で25人

終わりました。かなりハードワークです。

毎朝９時に手術がはじまり、夜８時頃病

院宿舎に戻って来ます。

こちらに来て早や1週間過ぎました。

特にトラブル無くプロジェクトは進んでいます。

患者さん達も、帰って行く人もでており、この仕事も折り返しです。

温暖化のためか、寒くは無く、残念ながら、ヒマラヤの山々はまだみる

ことは出来ません。

脳の一部がでている脳瘤で、手術対象から外した症例がありました。

触って見ると拍動しています。頭部CTで確認しました。

CTはカトマンズの病院に行って検査です。脳外科の対象ですが、治療費は

高額であり、この人はまた来た700キロ離れた村に帰っていきました。

残念ですが、こんなケースが2-3あります。

今日でほぼ全ての患者さんの処置が終わりました。

日本から15名の仲間達と来ています。その内、私と、ADRAスタッフ

を含めた4人で病院で寝泊りしています。

食事も自分達で作ります。食材は日本から持ち込みましたが、病院周

囲の店で野菜や肉など買います。

あと7日間ですが、病院で講義や手術指導など、ネパールへの技術指

導などのmissionが有ります。

疲れますが、たいへん充実した毎日です。

本日、最後の患者さん達が帰っ

ていきました。患者さん皆んな、

喜んでくれています。外見も良く

なり、いじめられる事も無くなる

事でしょう。

新しい人生がはじまることを祈

るばかりです。

夕食は自炊で近くの八百屋や肉屋で調達し

ますが500円程度でご馳走が作れます。

ちなみに昨日は鶏肉を入れた野菜たくさん

の味噌汁、舞茸のバター醤油炒め、腹一杯

食べると、眠くなります。

ネパールです。今日からプロジェクト開始です。60数名の患者さんが

登録されていますが、おそらく半分の方はできません。

手術時間が限られており、その他の事情もあり、

半分の患者さんはできないでしょう。

4

おはようございます。ネパールに来て4日

経ちました。患者さんは66名来て、手術

対象は45名、手術を始めて3日目で25人

終わりました。かなりハードワークです。

毎朝９時に手術がはじまり、夜８時頃病

院宿舎に戻って来ます。

こちらに来て早や1週間過ぎました。

特にトラブル無くプロジェクトは進んでいます。

患者さん達も、帰って行く人もでており、この仕事も折り返しです。

温暖化のためか、寒くは無く、残念ながら、ヒマラヤの山々はまだみる

ことは出来ません。

脳の一部がでている脳瘤で、手術対象から外した症例がありました。

触って見ると拍動しています。頭部CTで確認しました。

CTはカトマンズの病院に行って検査です。脳外科の対象ですが、治療費は

高額であり、この人はまた来た700キロ離れた村に帰っていきました。

残念ですが、こんなケースが2-3あります。

今日でほぼ全ての患者さんの処置が終わりました。

日本から15名の仲間達と来ています。その内、私と、ADRAスタッフ

を含めた4人で病院で寝泊りしています。

食事も自分達で作ります。食材は日本から持ち込みましたが、病院周

囲の店で野菜や肉など買います。

あと7日間ですが、病院で講義や手術指導など、ネパールへの技術指

導などのmissionが有ります。

疲れますが、たいへん充実した毎日です。

本日、最後の患者さん達が帰っ

ていきました。患者さん皆んな、

喜んでくれています。外見も良く

なり、いじめられる事も無くなる

事でしょう。

新しい人生がはじまることを祈

るばかりです。

夕食は自炊で近くの八百屋や肉屋で調達し

ますが500円程度でご馳走が作れます。

ちなみに昨日は鶏肉を入れた野菜たくさん

の味噌汁、舞茸のバター醤油炒め、腹一杯

食べると、眠くなります。

ネパールです。今日からプロジェクト開始です。60数名の患者さんが

登録されていますが、おそらく半分の方はできません。

手術時間が限られており、その他の事情もあり、

半分の患者さんはできないでしょう。



嚥下造影検査（VF検査）にて嚥
下反射遅延、追加嚥下困難で
あり、ゼリー・とろみ水とも誤嚥を
認めた。また喉の感覚低下により
咳も見られず、喀出も困難であっ
た。当初のゴールは楽しみレベ
ルの食事摂取と予想していた

初
期
評
価

ジェントルスティムの効果を確認。
嚥下反射が起こるまでの時間が
1.75秒→0秒、追加嚥下に要す
る時間も最大38秒→6秒に短縮
したため、通常の摂食嚥下リハ
ビリテーションに加え、嚥下電気
刺激治療を開始した。

効
果
判
定

誤嚥なく安全に食事を摂取でき
ている。また喉の感覚が改善し
たことにより、咳が出来るようにな
った。

経
過

企画構成：冨岡勇貴／理学療法科

Hybr i d  Rehab i l i t a t i on

なになに？
ハイブリッド・リハビリテーション!!

症例報告《Case Report 》 ジェントルスティムを併用し嚥下機能が向上した一例

【 嚥下電気刺激治療器ジェントルスティム 】
喉に微弱な電流（干渉波）をあて神経に刺激を与えること

で、食物を飲み込む反応を速める（嚥下閾値を下げる）新し

い治療機器です。これまでは喉に7～25mAの強い電流を

当て、嚥下に使う筋力を強める低周波治療器はありました

が、痛みや不快感を生じる問題がありました。

ジェントルスティムは、食事の際に首の付け根4か所に電極

パッドを着けて3mA以下の微弱な電流を流し、喉の神経活

動を活発にします。

干渉波刺激とは？
ジェントルスティムは、2000Hzの中周波領域の2つの異なる周波数の電流を

使用します。2種類の電極を使用し、1組の電極から2050Hzを出力、もう1組

の電極から2000Hzを出力し、重なり合う範囲には2つの周波数の差である

50Hzの干渉波（うねり）を利用して治療を行うことができます。低周波電流と

比較して皮膚深部まで到達する特徴があり、体内深部組織まで浸透します。

【効果】
兵庫医科大学の実験では、脳卒中やパーキンソン病で嚥下障害になった68～86歳の患者12人に微弱な電流を15分間あて、

効果を測定した結果、食物が喉に達してから嚥下反射が起こるまでの時間が平均1.37秒から1.17秒に短縮（嚥下の速度が

15%改善）され、ほぼの正常の人と変わらない数値に改善されました。

他にも被験者の声として「喉の通りが良くなった」「ゴロゴロ言わなくなった」「水をむせずに飲めるようになった」等もありました。

【リハビリテーションにおける活用】
ジェントルスティムによる嚥下電気刺激治療（30～40分／日　週5～7回）に加え、言語聴覚士による摂食嚥下リハビリテーシ

ョンを行います。当院でも嚥下機能が改善した症例を経験しています。

今回は今年度より新たにハイブリッドリハとして導入された

嚥下電気刺激治療器ジェントルスティムについてご紹介します。

嚥下電気刺激治療器ジェントルスティム

【患者情報】 ●急性硬膜下血腫術後・シャント術後（20年前にくも膜下出血の既往あり）で重度に摂食嚥下機能が低下した症例
●70代男性

嚥下障害の
治療イメージ
電気刺激で食物が
気管に入るのを抑制

50Hz干渉波

2000Hz
干渉波

2050Hz
干渉波

皮膚

脂肪

神経

1 ヶ月リハビリ後

食
物

食
道

気
管

肺 胃

電
気
刺
激

IN  DETA I L
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健康体操ボタン付け教室

震災を機に、仮設住宅やでの生活を余

儀なくされた方々は、発生から約1年9ヶ

月が経過した現在でも、およそ4万人にも

のぼります。

復興リハビリとは、そんな応急仮設住宅

等で暮らされている高齢の方々を対象と

したリハビリです。週１回、専門職を派遣

し、生活不活発病予防及び介護予防に

取り組んでいます。

内容としては、体、肩こりや腰痛などの健

康教室などを行ってきました。

また、体を動かすだけでなく、楽しく話を

する場でもあり、笑顔で賑わっています。

心と体の健康を取り戻すことで、1日も早

い復興へのお手伝いに貢献できればと

思います。

6 くまりは広 報 誌

KUMAMOTO DISASTER
REHABILITATION

TEAM

文：野添優作／理学療法科

季節に合わせた健康指導を行っています。利用者の相談を受け、健康教室や環境に対する
アドバイスなども行います。

利用者の方が講師となり、ボタンを縫い付ける授業を開催しました。音楽に合わせた
健康体操も行っています。

道具を使った体操 クリスマスツリー作製

西原村仮設集会所での様子NISHIHARA

ゴムやボール等を使用した健康体操です。季節に合わせた物作りなども行っています。
12月には色鮮やかなクリスマスツリーを作製しました。

復興リハビリは、熊本県復興リハビリ

テーションセンターが熊本地震におけ

る被災市町村の要望を受けて各専門

職の派遣を行っています。

リハビリで
復興のお手伝い！

軽い運動で
心も体も元気に
なりましょう！

く ま り は 院 外 活 動 レ ポ

IN

菊陽町仮設集会所での様子KIKUYOUIN

Kumareha Activity Report



主なアクションとしては、終礼を行い残務状況の確認をすることです。

当院の終業時間は17時15分なのですが、

定時で帰るスタッフはイチゴのマスコットを着けたり、

もうすぐ終業時刻という目安に17時に音楽を流すという取り組みを試験的に行いました。

取り組み開始から約4年経過して各部署の残業ゼロへの現状を聞いてみました！

看護部はやはりなかなか定時退社は

難しいようです。

リハ部は終礼は行っていないようで

すが、時間外になることは少なく、残

務がある場合も所属長に申告して行

っているそうです。

特に病棟は定時に帰ることは難しそ

う・・・。

事務部も終礼を行い、残業する人は

挙手をして作業時間と内容を申告し

ています。その後実際にかかった時

間にて時間外申請を行います。もち

ろん原則は部署長からの指示により

残業を行います。部署長は極力残業

にならないように部署内の業務の整

理や仕事の采配を行っています。

取り組み開始後は、以前のようななんとなくの残業やお互いの業務内容が見えていない、効率が悪いといった状
況は減ってきているかと思います。それでも急な状況変化による臨時の対応やカルテ記載などの作業で、どうし
ても「残業ゼロ」とまではいかないようです。
一朝一夕にはいきませんが、全員が意識して協働することで時間外残業をなくしていけるようこれからも取り組ん
でいきたいと思います。

・17時に流れるエーデルワイス（院内放送）とともに
残務必要な人は手挙げ確認
「～時まで、○○をします」と報告を受けます。

・17時～17時10分の間に終礼を実施
患者の簡単な申し送りをチームリーダー及び全体リーダーより行い、最後に師長

または主任より残業の内容と残業時間について確認後、申請する。

・勤務状況に応じて師長または主任より残業依頼を行っている
急なスタッフの休みや患者の急変時など必要数のみ対応する

・看護記録による残業が多いため、看護計画に沿った内容を残し、
記録の重複を避けるなど効率的なカルテ記載を行うよう指導

・早出勤務者はわりと定時に帰ることが出来ている

・日勤は『入院担当者』、『手術担当者』、『夕方の臨時入院対応者』は
残務することが多く、なかなか定時には困難なことも多い

・イベントがなければ定刻終わりは月に５～７日ほど

・人事課より毎月残業時間の実績の報告があっているので、意識
付けになっている

・時短勤務者には事前に病棟の勤務スタッフ数に応じて
8時45分から17時15分までの勤務を依頼する場合もある。

7 くまりは広 報 誌
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みんなのWL B
【SERIES】

Everyone's
Work Life Balance

全国的にもノー残業、残業ゼロのかけ声で時間外労働を減らす動きが高まっています。

当院でもWLBのアクションプランの一環で残業時間の削減を目標に取り組みを行っています。

WORK LIFE

Balance
企画構成／坂本和歌子（総務課）

everyoneveryone's

SYMBOL 
MASCOT



第3回：お食事処 だいこんや（高森町）
「このあたり」とは…どのあたりかというと、
熊リハがある菊陽町やお隣の町など近いところから、
時には遠いところまで、足を延ばしてご紹介するコーナーです。取材・文・写真／坂本和歌子（総務課）

今回は菊陽町を離れ、高
森町にある「だいこんや」
をご紹介します。

車のエアコンを暖房にしていても、長陽大橋を渡って南
阿蘇に入るとだんだんと足先から冷え込んでくる。冬の高
森町はさすがに寒さが厳しい。
と、いうわけで高森町へやってきました。
今回のだいこんやはくまりはからは遠いですが、同じ法人の
「南郷谷整形外科医院」からは徒歩で15分程度、車なら

3分の場所にあります。南郷谷整形外科医院の院長もこちらのだいこんやおすすめしておりました！そして実は・・・当院の某師長の
実家でもあり、お店は弟さんがされてます（ちなみにはす向かいではお父様が営む御宿だいこんやがございます）。

店内は昔ながらの農家といった趣で、席数は多く窓からは根子岳が
拝めます。囲炉裏などもありましてとても風情がありますね。
お料理は、全て自家製の野菜を使ってあり、今回は店主おすすめの
季節限定「自然薯定食」をいただきました！

お店の一番の売りがだご汁だそうなんですが、この定食ではだんごに
自然薯を使ってあります。
おおっと風味がまさに自然薯そのものです。土の香りというのでしょうか。
お汁はあっさりした味噌味でだんごの味を引き立てておりました。
ちなみに人参がすごく甘いです。
そして磯辺揚げもおいしいのですが、ご注目いただきたいのは真ん中
にありますとろろ！

これはとろろとお味噌汁を混ぜてるそうなんですけど、ほどよく濃い
味で、ご飯にかけるとちょうどよくてとっても美味しい！するする入って
いきます。おかわりしたいですがなかなかお腹いっぱいです。
定食にはぜんざいがついているのであんこ好きは無条件に喜びます。
だいこんやだけにサラダは大根です。シャキシャキ。セルフで食べ放題
のつけものコーナーにも大根のお漬物がありました。セルフコーナー
にはお茶やコーヒーもありますよ。

こちらの自然薯定食は3月いっぱいくらいまでされているそうですので、
ぜひぜひみなさんいらしてくださいね。

御食事処だいこんやは…御食事処だいこんやは…

南
阿
蘇
鉄

南南
阿
蘇
鉄

阿
蘇
鉄

阿
蘇

道道道道高森駅高森駅駅高森駅

御宿だいこんや
乗馬

BLUE GRASS

南郷谷
整形外科医院

ナフコ
高森店
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●

フレイン

●
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囲炉裏等や
木造物から感じる
和の風情もいいかんじ。

KUMAREHA Vol .84 2018.1

※シリーズ3回目にして番外編をお送りする身勝手をお許しください。

いまでされているそうですので、

アス
ショッピ
センタ

●

←市内
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社会医療法人社団　熊本丸田会
〒869-1106 熊本県菊池郡菊陽町曲手760

TEL.096-232-3111 FAX.096-232-3119熊本リハビリテーション病院

熊本I.C.
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第一空港線

第二空港線

菊陽町役場

国体道路

グランメッセ熊本

R443

GS
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病院

パーク
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益城
熊本空港I.C.

熊本リハビリテーション病院
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・整形外科　・リハビリテーション科　・内科　・循環器内科　・呼吸器内科
・消化器内科　・代謝内科　・総合診療科　・脳神経外科　・神経内科
・形成外科  ・泌尿器科  ・麻酔科  ・放射線科  ・血管外科  ・心臓血管外科
・歯科　・歯科口腔外科

・熊本整形外科病院　〒862-0976  熊本県熊本市中央区九品寺1丁目15-7
  TEL：096-366-3666
・介護老人保健施設サンライズヒル　〒869-1106  熊本県菊池郡菊陽町曲手760
  TEL：096-232-5656
・南郷谷整形外科医院　〒869-1602  熊本県阿蘇郡高森町高森2186-1
  TEL：0967-62-335
・訪問看護ステーションひまわり （熊本リハビリテーション病院併設）
  TEL：096-232-3113
・指定居宅介護支援事業所サンライズヒル （熊本リハビリテーション病院併設）
  TEL：096-232-3115
・通所リハビリテーション 熊リハ病院 （熊本リハビリテーション病院併設）
  TEL：096-232-3970
・菊池地域リハビリテーション広域支援センター （熊本リハビリテーション病院内）
  TEL：096-232-3194
・熊本リウマチセンター （熊本整形外科病院内）
  TEL：096-366-3666

いつでもどこでも短時間で効率よく効果が得られる
ながら運動第3シーズンも最後です。
第4回はおしりと背中運動の紹介です。

な らが 動運
のすすめ

病める人に愛と奉仕を
己の仕事に誇りと責任を
組織の中に英知と秩序を
そして理想の医療に向かって
一歩一歩前進しよう

MAP

１．地域ニーズに応えうる
高機能の総合リハビリテーション病院を目指します

２．患者様の権利を尊重し
満足して頂ける医療サービスを提供します

３．保健・医療・福祉の連携を推進し地域社会に貢献します

An Encouragement of exercise Season3《5》

・ 手を腰にあて、腰に当てた手と同じ方の足をまっすぐ後ろに
上げます。この時、膝は伸ばし、つま先は下に向けます。

・ 3秒間保持を3回行います。

【 方　法 】

・ 上体が前に倒れないようにします。
・ 上体が後ろに反らないようにします。

【 注意点 】

・ 立位バランスが
向上し歩行の

ふらつきが少なくな
ります。

・ お尻の引き締め
になり失禁予

防につながります。

効　

果

診療科目

院　　是 病　　院
基本理念

関連施設

出来るようになってきたら
椅子を持つ手は
軽く触れる程度で
行ないましょう。


	vol-84_4校-01
	vol-84_4校-02
	vol-84_4校-03
	vol-84_4校-04
	vol-84_4校-05
	vol-84_4校-06
	vol-84_4校-07
	vol-84_4校-08
	vol-84_4校-09
	vol-84_4校_10

